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かすみがうら市高校生議会を行いました
高　校　生　議　会

　選挙権年齢が18歳に引き下げられたことを踏まえ、次
代を担う高校生に市政や市議会に関心を持ってもらうと
ともに、今後の市議会において参考にするため、令和7年
10月10日、千代田庁舎議場にて「高校生議会」を開催し
ました。
　当日は、つくば国際大学東風高等学校１年生の各クラ
ス代表グループを議場にお招きして模擬議員となってい
ただき、市政に対し「一般質問」形式で、本市の現状や
未来について真剣にご議論いただきました。

１年１組

１年２組

【
執
行
部
答
弁
】

専
属
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
予

約
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
電

話
で
ご
利
用
方
法
の
説
明
や
予
約
の
受
付

を
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
、
安
心
し
て
利
用

で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

情
報
格
差
の
解
消
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
操
作
や
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
不
慣
れ
な
方
を
対
象
に
無
料
の
講

習
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
執
行
部
答
弁
】

県
に
よ
る
未
利
用
魚
回
収
の
ほ
か
、
市
で
は
、

昨
年
度
か
ら
地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
土
地
改

良
区
、
水
資
源
機
構
の
皆
さ
ん
と
、
ナ
ガ
エ
ツ
ル

ノ
ゲ
イ
ト
ウ
駆
除
大
作
戦
と
し
て
一
緒
に
駆
除
方

法
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
お
り
、
今
後
も
同
様
の

大
作
戦
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
霞
ヶ
浦
で
の
駆
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
を
通
じ
て
、
地
域
の
環
境
保
全
を
進
め
て
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
と
考
え
ま
す
。

一般質問・答弁　Pick Up

市
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
便
利
で

す
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
予
約
や
利
用
方

法
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
不
慣
れ
な
方
で
も
簡
単
に
利
用
で
き

る
仕
組
み
を
整
え
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

霞
ヶ
浦
に
つ
い
て

水
質
改
善
や
ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ
・
ナ
ガ
エ
ツ

ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
等
の
外
来
種
駆
除
は
、
行
政
の
取

組
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
学
生
が
身
近
に
参
加
で

き
る
活
動
が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、

環
境
教
育
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
学
校
と

連
携
し
て
広
げ
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

 T

hank you!
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１年３組

１年４組

１年５組

【
執
行
部
答
弁
】

市
内
企
業
と
教
育
支
援
に
関
す
る
連
携

協
定
を
締
結
し
、
企
業
で
行
う
工
場
見
学

や
職
場
体
験
、
出
前
授
業
等
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
東
風
高
校
と
も
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
て
中

心
市
街
地
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
関
す

る
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
企
業
、
学
校
、
市
の
連
携
を
一

層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
執
行
部
答
弁
】

地
元
学
生
に
よ
る
映
像
作
成
の
支
援
は

現
時
点
で
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
東
風

高
校
と
の
包
括
連
携
協
定
の
一
環
と
し
て
、

市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
を
企
画
す
る
際
に
、

ア
イ
デ
ア
の
募
集
や
映
像
制
作
の
協
力
を

依
頼
す
る
な
ど
、
学
生
の
皆
様
の
若
い
発

想
力
、
企
画
力
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
執
行
部
答
弁
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
無
線
で
の
周
知

に
加
え
、
今
年
度
開
庁
し
た
市
民
窓
口
セ

ン
タ
ー
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置

し
、
買
い
物
に
来
た
市
民
の
皆
様
に
、
選

挙
だ
け
で
な
く
様
々
な
市
政
情
報
を
発
信

し
て
お
り
ま
す
。
市
の
ふ
る
さ
と
応
援
大

使
を
起
用
し
た
啓
発
動
画
を
作
成
す
る
な

ど
、
発
信
方
法
等
に
つ
い
て
検
証
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

市
内
の
若
者
が
地
元
に
残
り
た
い
と
思

う
た
め
に
は
、
魅
力
的
な
仕
事
や
学
び
の

場
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
内
企

業
や
学
校
と
連
携
し
て
、
若
者
の
定
着
に

つ
な
げ
る
取
組
は
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

魅
力
発
信
の
取
組
に
つ
い
て

地
元
の
学
生
が
市
の
Ｐ
Ｒ
映
像
を
制
作

し
、
作
品
を
提
供
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
信
す
る
こ
と
で
、
よ
り
身
近
で
継
続
的

な
観
光
振
興
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
市
と
し
て
学
生
主
体
の
映
像
作

成
を
支
援
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

政
治
へ
の
関
心
に
つ
い
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
な
ど
、
若
者
が
普
段
利

用
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
、
政

治
や
選
挙
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
は
有

効
だ
と
考
え
ま
す
。
市
と
し
て
そ
の
よ
う

な
発
信
を
強
化
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

一般質問・答弁　Pick Up
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　再質問にしっかり答えていただき、かすみがうら市の現在の問題点が
良く分かりました。
　若者が政治への興味や関心を持つことが大事だと思いました。

令和７年10月10日
高校生議会当日のスケジュール

参加者のコメント（かすみがうら市動画ライブラリー（HP）より抜粋）

【午前の部】
 9 ：10〜　議場リハーサル & 議場見学
10：50〜　議長挨拶
　　　　　市長挨拶
　　　　　高校生議会（一般質問）
　　　　　記者取材

【午後の部】
13：00〜　議員懇談会
14：10〜　写真撮影

◀�高校生議会一般質問の様子は、
こちらからご覧になれます。

◆ 議員懇談会も行いました ◆

高　校　生　議　会

高校生　かすみがうら市で「いいな」と思うところや「必要だ」と思うことは何ですか。
議　員　�自然や歴史が豊かで風光明媚なところですが、あまり知られていないと感じますので、

強い発信力が必要かと思います。また、市外からアクセスしやすい一方で、市内で
はインフラや働く場所が不足しています。市民目線での市政運営により、人が行き
交うまちになってほしいと思っています。

高校生　議員の仕事で、一番のやりがいは何ですか。
議　員　�高校生の皆さんが体験した一般質問は、市民の要望等を市政に伝える１つの手段です。

行政のベテランである執行部の人たちに対して提言をすることは、ハードルが高いと
感じるし、皆さんも同じように感じたと思います。議員としては、そういった提言が
受け入れられて、対応してもらえたときがすごくうれしく思い、やりがいを感じます。

▲阿
あ
久
く
津
つ
 彩
あや
花
か
さん
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令和７年第４回定例会提出議案

令和７年第４回定例会が11月25日から12月９日までの15日間で開催され、
議案10件、議員発議１件を慎重に審議しました。

議案番号 件　　名 議決結果

議案
第84号

かすみがうら市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

原案可決
（全会一致）

議案
第85号

かすみがうら市地域福祉センターやまゆり館の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

原案可決
（全会一致）

議案
第86号 かすみがうら市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

（全会一致）

議案
第87号 令和７年度かすみがうら市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

（全会一致）

議案
第88号 令和７年度かすみがうら市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

（全会一致）

議案
第89号 市道路線の認定について 原案可決

（全会一致）

議案
第90号 市道路線の認定について 原案可決

（全会一致）

令和７年第４回定例会議案等議決結果一覧
◀︎議案の内容等
　詳細はこちら

賛否が分かれた議案等

議
案
番
号

井
出
有
史

塚
本
直
樹

鈴
木
更
司

石
澤
正
広

服
部
栄
一

鈴
木
貞
行

櫻
井
健
一

久
松
公
生

小
倉
　
　
博

櫻
井 

繁
行

設
楽 

健
夫

来
栖 

丈
治

岡
﨑
　 

　
勉

小
座
野 

定
信

佐
藤 

文
雄

矢
口 

龍
人

議決結果

議案
第81号

児童福祉法等の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ － ○ ○ ◆ ○ 原案可決
（賛成多数）

議案
第82号 財産の無償譲渡について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ － ○ ○ ◆ ○ 原案可決

（賛成多数）

議案
第83号

かすみがうら市保育所設置条例
の一部を改正する条例の制定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ◆ ○ 原案可決
（賛成多数）

議員発議
第３号 佐藤文雄議員に対する懲罰動議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ ◆ － ◆ 棄 除 ◆ 原案可決

（賛成多数）

氏　名 　 

　 件　名

賛成は○、反対は◆、欠席は欠、不在は／、除斥は除、表決権を行使しない場合は棄で記載
※ �除斥とは、議会での審議を公正なものとするため、議題となった案件と一定の利害関係にある議員を、その審議のときに議場から退席

させること。
※ �来栖議員は議長職のため、本議会での表決（賛成・反対の意思表示）権はないため－で記載。ただし、賛否同数となった場合は、議長

も表決に加わる。
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議員発議第３号「佐藤文雄議員に対する懲罰動議」で行われた主な討論
賛　成 反　対

・例えばこれで懲罰委員会を設置しても本人の意
思は変わることはないだろうという話もあっ
たが、それでは困ると思う。改めるところは改
め、いいところを伸ばしていくことは必要不可
欠であると思うから、律する意味でもしっかり
と懲罰委員会を設置して、より円滑な議事運営
や議会運営ができるような秩序、モラル、理念、
常識を守った上でかすみがうら市を発展するた
めに議員が一丸となって進んでいくことが大事
であると思うので、懲罰委員会をしっかりとつ
くって審議をすべきと思う。

・仮に可決して特別委員会ということになったと
しても、佐藤議員の言葉に変わりはないと思う
ので、反対である。

・議事録ができていない。恫喝的と受け取られる
という表現が曖昧である。パワーハラスメント
に関しても被害者がいない感じだというような
主観である。無関係な資料の提示も、これは議
長の了解を得てあったものかと思うので、それ
に当たらないのではないか。みんなで力を合わ
せ、市をよくする方向の力を使うのが本来の議
員の仕事だと思う。

・市の事務と無関係な事項（県事務等）の執拗な
追及による誤解を生じさせる質疑について、具
体的にどういうことか、提案者は答えることが
できなかった。懲罰動議は根拠のある客観的な
事実に基づいて進めることが前提であり、憶測
で、あるいは質問に対して答えられないという
提案の仕方はあってはならないことだと思う。
取り下げることを求めたい。

　令和５年第２回定例会で設置され、令和６年第１回定例会で調査が終了した「『旧筑波
ハウスの跡地利用に関する署名要望書』に関わる久松公生議員の署名活動に関する疑念に
関する調査特別委員会」（百条委員会）で、処分して手元にないと証言された署名簿の原
本が見つかったため、証人が地方自治法第100条第７項に規定される虚偽の陳述を行ったと
して、令和６年第３回定例会での議決に基づき告発したことについて、令和７年10月30日
付で、水戸地方検察庁より、不起訴とする旨の通知がありました。

懲罰特別委員会を設置しました
　令和７年 12 月３日の令和７年第４回定例会で行われた佐藤文雄議員の一般質問について、
下記の理由による懲罰動議が、久松公生議員を提案者、塚本直樹議員を賛成者とした議員発議
第３号として提出されました。

【動議理由（抜粋）】
（１）議会の品位を著しく損なう発言を繰り返したこと
（２）議事進行を妨害し、議場の秩序を乱す言動を繰り返したこと
（３）市職員に対するパワーハラスメントに類する行為
（４）議会の信用を著しく失墜させた行為

　令和７年 12 月５日の本会議において提出されたこの議員発議は、同日の採決の結果、賛成
多数により可決されました。したがって、佐藤文雄議員に対する上記の内容について、懲罰の
是非等を審査する懲罰特別委員会が設置されました。また、充分な審査を行うため、閉会中も
継続審査を行うこととなりました。

百条委員会に関する告発の結果について

令和７年第４回定例会提出議案
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令和７年第４回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（11月26日開催）
議案審査特別委員会は議長を除く15名の委員で構成。

【議案の概要】
市立保育所運営計画により民営化を進めている市立やまゆり保育所について、運営主体を学校法
人明光学園へ移管し、保育所を無償譲渡するものです。

【議案の概要】
かすみがうら市地域福祉センターやまゆり館の利用拡充を図るため、休館日及び使用の制限等の
一部を改正するものです。

権利譲渡の禁止という内容で、第三者への譲渡または担
保に供すること、そして建物を第三者に貸し付けること、
保育事業の第三者への委託を禁止するといった内容で、
契約書を調えていきたいと考えております。

この条例改正によって、土日にもやまゆり館が解放され、
使い勝手がよくなると思われるが、予約や受付、安全など
についてもマニュアルをしっかり整備すべきではないか。

営利目的での利用が可能になると、キッチンカーの利用などができると予想されるが、駐
車場の取り扱いはどのようにするのか。

日曜日や休日などはシルバー人材センターにお願いする
ことになると思います。今後の運用開始に向けて、今、現
場で働いている保育士の話も十分に聞きながら、マニュア
ルの整備を行いたいと考えております。

使用する場合は、その内容、形態、迷惑がかからないかどうかを踏まえた上で、届出を出
していただいく形になると思います。運用上のお話になりますので、ほかの利用者や近所
の方の迷惑にならないように、検討をしていきたいと思っております。

民間事業者への無償譲渡の契約ということだが、権利が
移った後に、経営状況によって売り払われることがない
ような内容となっているのか。

議案第82号　�財産の無償譲渡について

議案第85号　�かすみがうら市地域福祉センターやまゆり館の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

▲やまゆり保育所

▲やまゆり館
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櫻井健一議員後援会事務所の土地利用に
伴う農地法違反に係る調査特別委員会

　櫻井健一議員の後援会事務所が所在する土地において、農地転用の許可を受けず農地のまま
後援会事務所として利用をしていることについて、経緯及び関係機関の対応を明らかにすると
ともに、本事案の解決を目的とし調査を行いました。

調査結果報告の要旨
　農業委員会事務局、農林水産課及び都市整備課からの説明において、当該土地について、令
和２年には「適法化に向けて行政書士に依頼しているが、土地所有者がすでに亡くなっており、
相続人が複数名おり未解決の状態」が確認され、令和５年には、適法化の見込みはあり、是正
手続き中であることから、勧告処分等の措置は不要としていた。令和７年９月 18 日、農業委
員会から茨城県に対し、「違反転用事案報告書」（農業委員会の取った措置及び農業委員会の意
見を記載したもの）を提出、また、櫻井健一議員及び法定相続人に対しても「農地転用違反是
正について」の通知を行った。
　行政側においても、関係部局からの助言等が十分に行き届かない状況で、行政指導が適切に
行われておらず、不十分であったことがうかがわれた。
　これらの点を踏まえ、櫻井健一議員においては、関係部局からの行政指導等に従い、関係法
令に基づいた適切な手続きを速やかに実行するとともに、かすみがうら市議会の規律や議会の
秩序を遵守し、市民の信頼を損なうことがないよう早急に是正することを求める。あわせて、
関係部局においても、より分かりやすい助言及び指導等、丁寧な対応に努めるとともに、行政
手続きがスムーズに行えるよう協議及び監督を継続しながら、法令順守や適正な行動を促し、
業務遂行に取り組むことを要求する。

令和８年第１回臨時会が１月14日に開催され、議案５件を慎重に審議しま
した。
議案番号 件　　名 議決結果

議案
第１号

かすみがうら市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例等の一部を
改正する条例の制定について

原案可決
（全会一致）

議案
第２号 令和７年度かすみがうら市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

（全会一致）

議案
第３号 令和７年度かすみがうら市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

（全会一致）

議案
第４号 令和７年度かすみがうら市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

（全会一致）

議案
第５号 令和７年度かすみがうら市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

（全会一致）

令和８年第１回臨時会議案等議決結果一覧
◀︎議案の内容等
　詳細はこちら

令和８年第１回臨時会提出議案
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●
下
稲
吉
中
学
校
の
給
食
室
整
備
に
つ
い
て

●
保
健
福
祉
部
が
所
管
す
る
計
画
の
う
ち
令
和
７
年
度
・
８
年
度
に

　
策
定
予
定
計
画
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

●
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
ゆ
り
館
の
設
置
及
び

　
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て

●
市
立
や
ま
ゆ
り
保
育
所
の
民
営
化
に
伴
う
資
産

　
譲
渡
等
に
つ
い
て

●
窓
口
業
務
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の
賦
課
に
つ
い
て

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

◆
議
員
全
体
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
◆

茨
城
県
市
議
会
議
長
会 

令
和
７
年
度
第
１
回
議
員
研
修
会

令
和
７
年
11
月
17
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
７
年
11
月
25
日
開
催
の
審
査
内
容

令
和
７
年
11
月
６
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
８
年
1
月
７
日
の
調
査
内
容

令
和
７
年
10
月
16
日

令
和
７
年
10
月
17
日

●
か
す
み
が
う
ら
市
投
票
区
等
再
編
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

●
千
代
田
地
区
水
道
施
設
更
新
計
画
に
つ
い
て

●
逆
西
調
整
池
整
備
工
事
に
つ
い
て

●
下
水
道
事
業
の
安
定
運
営
に
向
け
た
下
水
道

　
使
用
料
金
改
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
89
号　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
（
市
道
８
ー
２
９
４
０
号
線　
下
稲
吉
地
内
）

●
議
案
第
90
号　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
（
市
道
８
ー
２
９
４
１
号
線　
下
稲
吉
地
内
）

●
株
式
会
社
こ
う
し
未
来
研
究
所
の
取
組
に
つ
い
て　
　
【
熊
本
県
合
志
市
】

●
災
害
時
に
お
け
る
議
会
対
応
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
【
熊
本
県
熊
本
市
】

▲市道認定箇所の現地調査
　（下稲吉地内）

▲情報交流拠点「ルーロ合志」
にて

▲熊本市議会議場にて

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

▲参加した議員（左から）
　櫻井健一・鈴木貞行
　鈴木更司・服部栄一

ま
ち
づ
く
り
会
社
「
こ
う
し
未
来
研
究
所
」
が
手
掛

け
る
、
旧
公
共
施
設
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
化
に
よ
る
利

活
用
や
、
宅
建
業
者
と
連
携
し
一
元
管
理
す
る
空
き

家
対
策
、
重
点
区
域
化
に
よ
る
市
街
化
調
整
区
域
の

開
発
の
実
現
な
ど
、
制
度
の
枠
を
超
え
た
柔
軟
さ
と

官
民
連
携
に
よ
る
実
行
力
に
基
づ
く
、
地
方
創
生
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
視
察
し
ま
し
た
。

熊
本
地
震
発
生
を
受
け
た
緊
急
予
算
や
復
興
決
議
の

可
決
、
復
旧
・
復
興
の
進
捗
確
認
、
議
会
災
害
対
策

会
議
の
設
置
な
ど
、
議
会
に
お
け
る
迅
速
な
意
思
決

定
の
ほ
か
、
議
会
機
能
の
維
持
・
強
化
に
向
け
た
災

害
対
策
会
議
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
や
、
議
場
机
下
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
配
備
、
議
会
内
で
の
車
い
す
議
員
搬
送

訓
練
の
実
施
な
ど
、
災
害
に
お
け
る
想
定
外
へ
の
備

え
を
問
い
直
す
貴
重
な
事
例
を
視
察
し
ま
し
た
。

日
時　
令
和
７
年
11
月
14
日
（
金
）

場
所　
土
浦
市

講
師　
廣
瀬　
和
彦　
氏

　
　

  （
株
式
会
社
廣
瀬
行
政
研
究
所　
代
表
取
締
役

　
　
　
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
講
師
）

演
題　
議
会
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
に
守
る
べ
き
政
治
倫
理
や
、
議
員
と
し
て

陥
る
可
能
性
の
あ
る
侵
害
等
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

委　員　会　活　動
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ポ
ン
プ
の
吹
き
出
し
口
の
断
面
積
が
50
㎠
あ
れ
ば
、
日
量
７
９
２
ト
ン

程
度
の
揚
水
量
が
考
え
ら
れ
る
と
あ
り
ま
す
。
広
域
連
携
に
加
入
す
る
と
、

令
和
18
年
に
は
千
代
田
地
区
の
地
下
水
取
水
を
や
め
、
全
て
県
中
央
か
ら
の

受
水
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
ま
す
が
、
自
己
水
源
と
し
て

地
下
水
を
続
け
る
余
地
が
ま
だ
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

　
都
市
建
設
部
長　
50
㎠
以
下
で
あ
れ
ば
届
出
の
み
で
井
戸
を
継
続
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
水
道
事

業
と
し
て
採
用
で
き
る
か
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
極
め
て
慎
重
な
判

断
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
『
中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
』

主
催
の
地
域
懇
談
会
の
「
や
ま
ゆ
り
館
に
図
書
館
、
交
流
セ
ン
タ
ー
を
増
築

す
る
案
」
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

　
総
務
企
画
部
長　
同
委
員
会
の
中
で
、
や
ま
ゆ
り
館
を
中
心
に
新
た
に

図
書
機
能
を
要
す
る
方
法
を
素
案
と
し
て
検
討
中
で
す
。
実
現
可
能
な
計
画

と
い
う
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

佐藤　文雄 議員
ＱＱ ＡＡ

一  般  質  問

庁
舎
管
理
規
定
に
つ
い
て

複
合
交
流
施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て

水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

入
札
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

１４ 質　
問　
通　
告　
事　
項

自
己
水
源
と
し
て
地
下
水
取
水
を
続
け
る

余
地
が
あ
る
か
伺
う

本
市
の
水
道
事
業
と
し
て
採
用
で
き
る
か
、

慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

ＱＡ

３ ◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

　
多
文
化
共
生
と
は
、
異
な
る
国
籍
や
文
化
的
背
景
を
持
つ
人
々
が
互
い

を
尊
重
し
、
対
等
な
関
係
を
築
き
な
が
ら
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
共
に
生

き
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
単
な
る
「
共
存
」
で
は
な
く
、
積
極
的
な
交
流
と

協
力
を
通
じ
て
社
会
を
豊
か
に
す
る
考
え
方
で
す
。
本
市
に
お
い
て
、
外
国

人
の
定
住
増
加
に
よ
る
多
文
化
共
生
の
課
題
と
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
市
と
し
ま
し
て
は
、
外
国
人
市
民
の
た
め
の
生
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
配
布
を
は
じ
め
、
窓
口
で
の
翻
訳
・
文
字
起
こ
し
シ
ス
テ
ム
（
通

訳
機
器
）
の
活
用
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
対
応
な
ど
、
ま
ず
は
、
国

籍
に
関
係
な
く
全
て
の
人
々
が
必
要
な
情
報
を
得
ら
れ
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
基
盤
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
市
国
際
交
流
協
会
の
活

動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
日
本
語
教
室
や
交
流
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
互
い

に
理
解
を
深
め
合
い
、
多
文
化
共
生
に
繋
が
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
小
中
義
務
教
育
学
校
の
防
犯
用
具
の
「
さ
す
ま
た
」
の
数
は
、
各
学
校

２
本
か
ら
11
本
、
全
体
で
42
本
と
の
こ
と
で
す
が
、
少
な
い
学
校
は
２
本
で

す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
不
安
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
各
分
野
で
防
犯
訓
練
の

映
像
等
を
拝
見
し
ま
す
と
、「
さ
す
ま
た
」
を
、
３
本
は
使
っ
て
訓
練
し
て

い
ま
す
。
ど
う
か
、
ば
ら
つ
き
の
無
い
よ
う
に
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
学
校
統
合
な
ど
の
持
ち
寄
り
等
に
よ
り
、
各
学
校
に
配
備

数
の
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
「
さ
す
ま
た
」
が
効
果
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
各
学
校
と
協
議
し
な
が
ら

調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
外
国
人
の
定
住
増
加
に
よ
る
多
文
化
共
生
の
課
題
と
対
策
に

つ
い
て

小
中
義
務
教
育
学
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

小
中
義
務
教
育
学
校
の
衛
生
管
理
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

１ 質　
問　
通　
告　
事　
項

議員２３ ◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

２

石澤　正広

地
域
社
会
の
包
摂
性
に
直
結
す
る
多
文
化

共
生
へ
の
課
題
と
対
策
を
伺
う

互
い
に
理
解
を
深
め
合
い
、
多
文
化
共
生
に

繋
が
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す

ＱＡ



11 KASUMIGAURA

　
戸
沢
公
園
運
動
広
場
を
廃
止
し
て
借
地
を
返
す
と
い
っ
た
方
針
か
ら
、

当
該
の
土
地
を
買
い
上
げ
た
上
で
施
設
運
営
を
継
続
す
る
そ
う
で
す
が
、
管

理
体
制
の
改
善
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
施
設
自
体
に
管
理
人
を
配
置
で
き
る
管
理
棟
が
な
く
、
警

備
会
社
等
に
よ
る
警
備
も
行
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
と
な
り
ま
す
。
戸
沢
公

園
運
動
広
場
に
つ
い
て
は
、
市
の
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
第
Ⅱ
期

実
行
計
画
に
お
い
て
今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
借
地
解
消
に
向
け
た
土
地
の
購
入
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
で
、
施
設
等
の
管
理
体
制
の
改
善

に
つ
き
ま
し
て
も
、
併
せ
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
随
意
契
約
の
事
務
に
お
け
る
透
明
性
、
公
平
性
の
確

保
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

　
会
計
事
務
局
長　
事
業
者
選
定
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
入
札
参
加
資
格

者
名
簿
や
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
名
簿
の
中
か
ら
、
過
去
の
履
行
実

績
、
業
務
の
専
門
性
、
事
業
規
模
、
所
在
地
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
ま
し

て
、
公
平
・
公
正
な
競
争
が
確
保
で
き
る
よ
う
事
業
者
選
定
を
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
は
、
会
計
課
で
見
積
り
合
わ
せ
に
よ
る
随
意
契
約
を
一
括
し
て
取

り
扱
っ
て
お
り
、
複
雑
な
工
事
案
件
や
専
門
性
の
高
い
業
務
委
託
な
ど
を
除

き
、
基
本
的
に
は
５
者
以
上
に
見
積
り
依
頼
し
、
適
正
な
価
格
で
契
約
が
で

き
る
よ
う
競
争
性
の
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

議員

井出　有史 議員
　
整
備
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
都
市
建
設
部
長　
こ
の
事
業
の
第
一
の
目
的
は
、
主
要
地
方
道
土
浦
・

笠
間
線
、
市
道
８
―
０
２
１
９
号
線
、
市
道
７
―
０
０
５
１
号
線
の
三
路
線

が
交
わ
る
交
差
点
の
、
危
険
な
ク
ラ
ン
ク
形
状
を
抜
本
的
に
解
消
す
る
改
良

を
行
う
こ
と
で
す
。
交
差
点
改
良
の
完
了
後
は
、
残
る
国
道
６
号
方
面
ま
で

の
狭
隘
道
路
の
解
消
に
つ
い
て
、
早
期
完
成
を
目
指
す
た
め
の
整
備
手
法
を

検
討
し
、
財
政
状
況
も
考
慮
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
権
者
及
び
、
地
域
と
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
都
市
建
設
部
長　
道
路
整
備
事
業
を
円
滑
か
つ
着
実
に
進
め
る
た
め
に

は
、
地
権
者
の
皆
様
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
、
事
業
へ
の

合
意
形
成
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
進
め
て
い
る
測

量
調
査
と
設
計
業
務
の
結
果
、
道
路
の
位
置
、
方
向
、
幅
員
と
い
っ
た
基
本

的
な
要
素
が
定
ま
る
「
概
略
設
計
」
が
完
了
し
た
段
階
で
、
地
元
説
明
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
具
体
的
な
開
催
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
の
設
計
業
務
の
進
捗
を
踏
ま
え
、令
和
７
年
度
末
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
工
事
着
手
に
向
け
た
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
都
市
建
設
部
長　
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
概
略

設
計
段
階
の
た
め
、
通
常
の
道
路
整
備
事
業
と
し
て
円
滑
に
進
む
こ
と
を
想

定
し
て
お
答
え
し
ま
す
。
本
年
度
（
令
和
７
年
度
）
に
概
略
設
計
の
完
了
。

令
和
８
年
度
に
詳
細
設
計
を
実
施
し
、
詳
細
な
道
路
構
造
の
決
定
、
及
び
必

要
な
用
地
範
囲
を
特
定
し
ま
す
。
令
和
９
年
度
に
用
地
測
量
及
び
補
償
物
件

調
査
を
実
施
。
令
和
10
年
度
に
用
地
買
収
に
入
り
、
令
和
11
年
度
か
ら
工
事

着
手
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱＱ ＡＡＡ
神
立
停
車
場
線
に
繋
が
る
市
道
８
―

０
２
１
９
号
線
改
良
工
事
整
備
事
業

に
つ
い
て

１

本
市
に
お
け
る
随
意
契
約
の
事
務
手
続
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

戸
沢
公
園
運
動
広
場
周
辺
の
今
後
に
つ
い
て

ジ
ョ
グ
パ
ト
の
普
及
に
つ
い
て

地
域
振
興
券
の
発
行
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
及
び
マ
ル
福
の
交
付
手
続
に
つ
い
て

本
市
の
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

本
市
の
自
殺
対
策
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

戸
沢
公
園
運
動
広
場
周
辺
の
今
後
に
つ
い
て

伺
う

神
立
停
車
場
線
に
繋
が
る
市
道
８
―
０
２
１
９
号
線

改
良
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う

関
係
機
関
と
連
携
し
て
規
制
導
入
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す

事
業
着
手
か
ら
概
ね
５
年
か
ら
７
年
程
度
で
の

本
事
業
完
了
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

鈴木　更司◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

１２

一般質問の持ち時間を、質問・答弁含めて70分として行いました。

８７６５４３

▲戸沢公園運動広場

▲市道8-0219号線・
市道7-0051号線及び
県道土浦・笠間線交差点
（上稲吉地内）
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運
動
や
文
化
活
動
で
好
き
な
こ
と
や
新
し
い
挑
戦
を
す
る
こ
と
で
、
充

実
感
や
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
趣
味
や
興
味
を
持

つ
人
と
の
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
機
会
に
も
な
る

こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
は
大
切
で
す
。
本
市
の
文
化
団
体

及
び
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
文
化
団
体
に
お
い
て
は
、
マ
ナ
ビ
ィ
か
す
み
が
う
ら
に
自

主
講
座
を
掲
載
し
、活
動
内
容
を
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
情
報
提
供
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
文
化
芸
術
活
動
へ
の

参
加
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
お
い
て
は
、
公
共
施
設

使
用
料
減
免
団
体
へ
の
登
録
や
、
県
大
会
以
上
の
大
会
へ
出
場
す
る
際
に
補

助
金
を
交
付
す
る
制
度
の
周
知
を
図
り
、
多
く
の
方
の
ス
ポ
ー
ツ
力
向
上
、

地
域
活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
お
け
る
本
市
の
防
止
対
策
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
産
業
経
済
部
長　
本
市
で
は
猟
友
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
等

の
被
害
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
猟
友
会
の
皆
様
に
は
、
年
３

回
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
と
、
年
４
回
及
び
毎
年
11
月
15
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
ほ
か
、
わ
な
の
設
置
及
び
管
理
や
、
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ

シ
シ
の
処
分
に
も
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
市
で
は
、
狩
猟
免
許

を
取
得
す
る
費
用
の
一
部
助
成
や
、
電
気
柵
や
防
護
柵
を
設
置
す
る
費
用
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
に
加
え
、
地
域
で
で
き
る

日
常
的
な
環
境
整
備
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
、
被
害
防
止
の

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
周
知
・
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小倉　博 議員
ＱＱ ＡＡ

一  般  質  問

本
市
の
文
化
団
体
活
動
に
つ
い
て

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

１ 質　
問　
通　
告　
事　
項

文
化
団
体
及
び
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
に

つ
い
て
伺
う

参
加
促
進
の
た
め
周
知
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す

ＱＡ

３ ◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

　
他
県
で
農
業
被
害
が
発
生
し
て
い
る
特
定
外
来
生
物
「
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ

キ
ン
バ
イ
」
の
発
生
状
況
と
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
民
部
長　
「
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
」
の
特
徴
は
、
ち
ぎ
れ
た
断

片
か
ら
も
繁
殖
し
ま
す
が
、
さ
ら
に
種
を
ま
き
散
ら
す
た
め
、
ナ
ガ
エ
ツ
ル

ノ
ゲ
イ
ト
ウ
よ
り
も
増
殖
速
度
が
速
い
こ
と
か
ら
、
早
期
発
見
、
早
期
駆
除

が
最
も
効
果
的
で
す
。
県
内
で
は
、
２
０
１
７
年
に
土
浦
市
手
野
町
の
霞
ヶ

浦
湖
岸
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
防
除
さ
れ
今
は
小
康
状
態
で
す
。
本

市
で
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
市
の
湖
岸
で
確
認
さ
れ
た
際
に

は
、
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
駆
除
大
作
戦
同
様
に
、
茨
城
県
生
物
多
様
性

セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
講
師
に
迎
え
、
花
や
幹
の
特
徴
や
駆
除
の
方
法
を
学
ぶ

機
会
を
設
け
、
関
係
者
に
早
期
対
応
の
必
要
性
を
啓
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
産
業
経
済
部
長　
農
地
に
侵
入
し
た
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
農
地
へ
の
侵
入
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
早
期
発
見
と
対
応
が

肝
要
で
す
。
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
同
様
に
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
土
地
改
良
区
等
へ
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
、
農
業
者
へ
の

周
知
・
啓
発
を
徹
底
し
、
農
地
へ
の
侵
入
防
止
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
歴
史
博
物
館
の
管
理
の
状
況
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
教
育
部
長　
本
年
度
に
入
り
、
本
館
屋
根
か
ら
モ
ル
タ
ル
落
下
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
本
館
空
調
の
３
系
統
の
う
ち
２
系
統
の
不
動
作
に
よ

り
、
真
夏
の
館
内
が
高
温
と
な
り
危
険
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
７
年
７
月
23
日
か
ら
休
館
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
館
入
口
通
路
仮
設

屋
根
設
置
工
事
が
完
了
し
ま
し
て
、
令
和
７
年
11
月
１
日
よ
り
本
館
を
再
開

館
し
て
い
ま
す
。現
在
、劣
化
調
査
業
務
委
託
で
各
建
築
部
位
の
調
査
も
終
え
、

調
査
結
果
の
ま
と
め
等
の
作
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の
方

針
と
し
ま
し
て
は
、
そ
の
劣
化
調
査
結
果
が
報
告

さ
れ
次
第
、
市
博
物
館
協
議
会
に
諮
問
し
、
答
申

を
受
け
ま
し
て
、
あ
わ
せ
て
方
針
決
定
に
向
け
た

庁
内
協
議
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡＡ
特
定
外
来
生
物
「
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
」
の
発
生
状
況
と

対
応
に
つ
い
て

歩
崎
公
園
周
辺
の
管
理
及
び
整
備
に
つ
い
て

１ 質　
問　
通　
告　
事　
項

鈴木　貞行 議員２ ◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

２

特
定
外
来
生
物「
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
」

の
本
市
の
発
生
状
況
を
伺
う

本
市
で
の
発
生
お
よ
び
農
業
被
害
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん

ＱＡ

▲オオバナミズキンバイ
　（茨城県提供）
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霞
ヶ
浦
南
小
学
校
南
側
・
旧
霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地
へ
の
東
消
防

署
移
転
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
（
一
時
停
止
）、
徹
底
調
査
（
交
通
安
全
・
サ
イ

レ
ン
音
）
に
つ
い
て
伺
う
。

　
総
務
企
画
部
長　
霞
ヶ
浦
地
区
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
、
人
口
減
少
の

進
行
も
考
慮
し
ま
す
と
、小
学
校
の
統
合
も
検
討
が
必
要
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
長　
立
地
条
件
が
類
似
し
、
児
童
数
も
多
い
下
稲
吉
小
学
校
の
状

況
を
調
査
し
ま
し
た
。
多
い
日
は
２
台
程
度
の
救
急
車
が
通
過
し
ま
す
が
、

既
に
生
活
音
に
な
り
、
大
多
数
の
児
童
が
校
舎
内
の
生
活
で
サ
イ
レ
ン
の
音

を
意
識
し
て
い
る
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。
霞
ヶ
浦
南
小
学
校
に
お
い
て
も
特

別
な
対
策
は
必
要
な
い
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
長　
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
に
加
え
、
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
大

規
模
更
新
が
令
和
９
年
度
末
に
実
施
予
定
の
た
め
、
合
わ
せ
て
整
備
す
る
こ

と
で
最
少
経
費
で
最
大
の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
管
轄
区
域
の
中
心
部
に

位
置
す
る
こ
と
に
よ
る
人
口
カ
バ
ー
率
の
向
上
や
公
有
未
利
用
地
の
活
用
、

周
辺
施
設
の
付
加
価
値
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
最
適
な
立
地
と
考
え
ま
す
。

一
旦
猶
予
す
る
と
い
う
判
断
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
著
し
い
不
利
益
と
な

り
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
逆
川
水
系
の
雨
水
対
象
範
囲
と
流
量
計
算
値
に
つ
い
て
伺
う
。

　
都
市
建
設
部
長　
神
立
停
車
場
線
付
近
か
ら
ス
ー
パ
ー
カ
ス
ミ
ま
で
の

国
体
道
路
付
近
、
大
塚
団
地
を
含
む
エ
リ
ア
で
、
商
業
施
設
の
増
加
や
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
拡
大
に
よ
り
、
計
画
当
時
の
想
定
を
上
回
る
雨
水
流
出
量

が
増
加
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
が
下
流
部
で
の
冠
水
発
生
の
一
因

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
下
流
部
の
抜
本
的
な
対
策
を
進
め
る

に
当
た
り
、
流
末
で
あ
る
天
王
川
と
天
の
川
の
流
下
能
力
の
向
上
が
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
神
立
病
院
の
基
本
協
定
解
除
ま
で
の
協
議
・
行
政
対
応
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
12
月
６
日
あ
る
い
は
12
月
24
日
、
あ
る
い
は
令
和
７
年
５
月
２
日
、

５
月
30
日
に
重
要
な
内
容
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
議
会
に
は
報
告

し
て
い
る
か
伺
う
。

　
総
務
企
画
部
長　
要
望
を
受
け
た
時
点
で
は
、
何
ら
確
定
的
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
事
情
が
変
わ
っ
た
ふ

う
に
は
認
識
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ＱＱＱ ＡＡＡＡＡ

議員

塚本　直樹 議員
　
令
和
８
年
４
月
か
ら
民
間
バ
ス
路
線
一
部
廃
止
に
伴
う
代
替
の
交
通
手

段
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
都
市
建
設
部
長　
石
岡
・
土
浦
線
の
廃
止
に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は

公
共
交
通
に
よ
る
移
動
手
段
が
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
市
と
し
ま
し

て
も
そ
の
影
響
を
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
代
替
交
通
手
段
と

し
て
は
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
拡
充
が
最
も
現
実
的
な
方
策
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
交
通
は
事
前
予
約
に
よ
り
乗
降
場
所
と
時
間
を
指

定
で
き
、
利
用
者
の
需
要
に
応
じ
て
運
行
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
従
来
の
定

時
路
線
バ
ス
に
比
べ
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
運
行
が
可
能
で
あ
り
、

高
齢
者
の
通
院
や
買
物
と
い
っ
た
生
活
移
動
の
補
完
に
大
変
有
効
で
す
。
今

後
と
も
関
係
自
治
体
や
交
通
事
業
者
と
の
協
議
は
も
ち
ろ
ん
、
最
も
影
響
を

受
け
る
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
最
適
な
移
動
手
段
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
な
ど
は
十
分
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
教
育
部
長　
学
校
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
端
末
を
十
分
に
活
用
す
る
た
め

に
は
、
通
信
環
境
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
学
校
内
に
お
い
て
一
斉
に
端
末
を

利
用
す
る
と
通
信
速
度
が
落
ち
る
と
い
っ
た
事
象
も
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
現
在
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ

事
業
を
進
め
て
い
る
中
で
公
開
授
業
を
行
う
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
の
利
用
が
な
か
っ
た
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
等
へ
の
拡
大
な
ど
の
要
望
が
あ

り
、
対
応
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
通
信
速
度
に
つ
い
て
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト

結
果
を
得
た
上
で
、
対
応
内
容
を
検
討
し
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て

急
増
し
て
い
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
対
策
に
つ
い
て

令
和
８
年
４
月
か
ら
の
民
間
バ
ス
路
線
一
部
廃
止
に
伴
う
対
応

に
つ
い
て

１

霞
ヶ
浦
南
小
学
校
南
側
・
旧
霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地
へ
の

東
消
防
署
移
転
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
（
一
時
停
止
）、
徹
底
調
査
、

同
地
域
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

下
稲
吉
地
区
逆
川
水
系
・
二
子
塚
水
系
雨
排
水
路
と
都
市
計
画
に
つ
い
て

神
立
病
院
基
本
協
定
解
除
ま
で
の
協
議
・
行
政
対
応
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

３

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

東
消
防
署
移
転
の
一
時
停
止
と
徹
底
調
査

に
つ
い
て
伺
う

民
間
バ
ス
路
線
一
部
廃
止
に
伴
う
代
替
交
通

手
段
に
つ
い
て
伺
う

最
適
な
立
地
と
考
え
ま
す
の
で

一
旦
猶
予
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
拡
充
を

考
え
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

設楽　健夫◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

１３

２

一般質問の持ち時間を、質問・答弁含めて70分として行いました。

２



編集
後記

●
１
月
●

　

7
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

14
日　

令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会

　
　
　
　

懲
罰
特
別
委
員
会

　

22
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

29
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

●
11
月
●　
　

　

６
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

14
日　

櫻
井
健
一
議
員
後
援
会
事
務
所
の

　
　
　
　
　

土
地
利
用
に
伴
う
農
地
法
違
反
に

　
　
　
　
　

係
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
令
和
７
年
度

　
　
　
　
　

第
１
回
議
員
研
修
会

　

17
日　

総
務
経
済
委
員
会

　

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

11
月
25
日
～
12
月
９
日

　
　
　
　

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会

　

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

総
務
経
済
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

26
日　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

●
12
月
●

　

３
日　

櫻
井
健
一
議
員
後
援
会
事
務
所
の

　
　
　
　
　

土
地
利
用
に
伴
う
農
地
法
違
反
に

　
　
　
　
　

係
る
調
査
特
別
委
員
会

　

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

懲
罰
特
別
委
員
会

　

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

25
日　

懲
罰
特
別
委
員
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
時
折
見
せ
る
春
の
空

気
が
心
地
よ
い
季
節
で
す
。

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
今
年
も
「
高
校
生
議
会
」
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
様
子
が
本
誌
に
特
集
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
高
校
生
の
熱
心
な
一
般
質
問
、
市
執
行
部
の
答
弁
と
、
本
会
議

さ
な
が
ら
の
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
後
、
各
委
員
会
で
、
我
々

市
議
会
議
員
と
高
校
生
の
懇
談
会
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

本
音
の
意
見
交
換
が
で
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
高
校

生
に
は
、
今
後
さ
ら
に
市
政
に
興
味
を
持
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
服
部　
栄
一

傍
聴
や
会
議
映
像
の
視
聴
が
で
き
ま
す

傍
聴
や
会
議
映
像
の
視
聴
が
で
き
ま
す

　
千
代
田
庁
舎
の
３
階
に
は
、か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
場
が
あ
り
ま
す
。議
場
で
は
、

本
会
議
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
令
和
７
年
10
月
は
「
高
校
生
議
会
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
や
臨
時
会
は
、
議
場
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
議
の
あ
る
当
日

の
午
前
９
時
よ
り
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
会
議
の
生
中
継
や
録
画
映
像
、
会
議
録

な
ど
、
市
議
会
の
情
報
を
多
数
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
本
ペ
ー
ジ
右
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲令和７年高校生議会の様子

豆辞典 議会における懲罰議会における懲罰とはとは？？
　
議
会
の
自
立
権
に
基
づ
き
、
議
会
の
秩
序
を

乱
し
た
議
員
に
対
し
て
議
会
が
科
す
制
裁
の
こ

と
を
、
議
会
に
お
け
る
「
懲
罰
」
と
い
い
ま
す
。

　
議
員
対
議
員
と
い
う
身
分
関
係
に
お
い
て
行

わ
れ
る
点
で
刑
罰
と
は
異
な
り
、
公
務
員
の
懲

戒
と
性
質
の
近
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
懲
罰
の
要
件
は
、
議
会
に
関
す
る
法
令
や
規

則
等
の
違
反
が
原
則
で
す
が
、
具
体
的
事
情
に

よ
っ
て
そ
れ
以
外
で
も
判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
懲
罰
は
、
本
会
議
で
は
そ
の
是
非
は
即
決
さ

れ
ず
、
議
決
に
基
づ
き
「
懲
罰
特
別
委
員
会
」

が
設
置
・
付
託
さ
れ
、
そ
こ
で
審
査
を
行
っ
た

上
で
、本
会
議
で
諮
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
懲
罰
が
科
さ
れ
る
場
合
、そ
の
懲
罰
に
は「
戒

告
」「
陳
謝
」「
出
席
停
止
」「
除
名
」
の
４
種

類
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
科
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。【

参
考
　
地
方
議
会
運
営
辞
典
】

◀︎市議会
　ホームページ
　トップページへ

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

ご意見をお寄せ下さい

（11月1日〜１月31日まで）

電話　0299（59）2111（代表）内線1303　 0299（56）2332（直通）　 FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

令 和７年 第４回 
定 例 会 及 び 
令 和８年 第１回 
臨時会の議場での 
傍 聴 者 数 は、 
延べ６２名、また、 
インターネット 
ＬＩＶＥ中 継 へ の 
ア ク セ ス 数 は、 
延 べ１，１６７回 
でした。


